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第 2 節　ユーラシア IUP と香坂山遺跡の技術組成からみた
　　　　石器群構造の共通性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国武貞克（奈良文化財研究所）

１．ブランクの基本組成
　香坂山遺跡の 2020 年学術調査で検出した石器群は、大型石刃生産、尖頭形剥片生産、小石
刃生産からなる 36.8 ka cal BP の年代値を持つインダストリーである。出土石器 473 点のうち
最多の 295 点の剥片に次いで、石刃が 90 点、尖頭形剥片が 24 点と続くため（表 6）、この遺
跡における定型的なブランクは石刃と尖頭形剥片であったことが理解される。小石刃は石刃 90
点に含まれるが 18 点を確認している（国武他 2021a）。香坂山遺跡 2020 年学術調査にみられ
る主要なブランクを図 109 に示した。

日本列島においてこのような石器組成と技術組成をもつインダストリーはこれまで確認され
ていない。これまでの列島最古の 36.3 ka cal BP の年代値をもつ石刃石器群である八風山Ⅱ遺
跡は小口面型の中型石刃生産に特化した石器群であり、生産される石刃の形態や大きさが大き
く異なっている。この違いを場の機能差とみるか、時期差をみるかは興味深い検討課題となる。
小口面生産による中型石刃を素材とした基部加工尖頭形石刃石器は、香坂山遺跡でも 1 点であ
るが出土しており（図 63；100）、この共通点から香坂山遺跡の技術組成に八風山Ⅱ遺跡も包
摂されるとみる立場も可能であるが、現在のところは両者のそれ以外の技術組成の違いが大き
いことから時期差とみている（国武他 2021a）。つまり八風山Ⅱ遺跡においては小石刃生産が
明瞭ではなく、放射状石核からの規格的な 5㎝以上の中型の尖頭形剥片生産が認められない点
を重視したい。

その尖頭形剥片は定義的な斜軸尖頭器に分類可能であり、長野県飯田市竹佐中原遺跡（鶴田
編 2010）に類例が求められるが、これに大型石刃と小石刃が共伴するインダストリーは日本
列島では初めての検出事例となった。このような技術組成は、ユーラシアの初期後期旧石器時
代（IUP）石器群にみられるため（国武編 2021）、本稿ではその概略を示し本発掘調査の出土
資料と比較したい。
　ウズベキスタン東部で天山山脈西麓の丘陵上標高 1,250m に位置するオビ・ラフマート洞窟
は、その直上の露頭において角礫の形状で豊富に産出する珪化石灰岩原産地に適応した中期旧
石器時代から IUP 期までの石刃石器群である。詳しい内容は前掲書を参考願いたいが、最下層
の 24 層まで石器が検出され、その上半部にあたる 14 層から 2 層までの石器組成はほとんど
変化しない。このためこれら総点数 31,399 点の石器を対象に検討すると以下となる。まず総
点数から、石核と石核破片および砕片を除外すると、ブランクとしては石刃が 4,687 点となり
剥片の 7,323 点に次いで多くを占め、この石器群が石刃生産を主たる目的とする石器群である
ことが理解できる。そして尖頭形石刃が 219 点、尖頭器が 82 点、三角形剥片が 89 点と併せて、
399 点の尖頭形石器を組成することから、石刃に次いで多いブランクが尖頭形石器であること
も理解できる。次に多いのは石刃状剥片の 227 点であるが、これは石刃生産関連である。そし
てこれに次ぐのが小石刃の 124 点である。以上から、オビ・ラフマート洞窟の定型的なブラン
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図 109　香坂山遺跡のブランク組成（番号は本書第 1 章挿図番号）

第 3 章　2020 年出土石器群の評価



176

1:20 5 ㎝

大型石刃

尖頭器 小石刃

図 110　オビ・ラフマート洞窟のブランク組成
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図 111　フッジ遺跡のブランク組成
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図 112　カラ・ボム遺跡のブランク組成
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クとしては、石刃、尖頭形石器、小石刃となる（図 110）。
　次にフッジ遺跡のブランクについて、1997 年試掘調査で出土した総点数 3,834 点の石器を
対象として検討する。タジキスタン南部のフッジ遺跡は、パミール高原から西に延びるザラ
フシャン山脈の南麓、標高 1,095m の尾根に立地する開地遺跡である。筆者らによる 2020 年
10 月の発掘調査により IUP 期の多層遺跡と判明している（国武他 2020; 国武 2021; 国武編
2021）。1997 年試掘資料の総点数 3,834 点から、オビ・ラフマート洞窟と同様に石核と石核
破片および砕片を除外すると、ブランクとしては石刃が 223 点、幅に対する長さの比率が 1.5
となる短い石刃が 103 点と石刃関係が合計 326 点となり、剥片の 848 点に次いで多くを占め
るため、フッジ遺跡においても石刃生産を主たる目的とする石器群であることを示している。
そして、石刃状剥片が 185 点、稜付石刃／剥片が 75 点となり、これらも石刃生産に伴う副産
物と評価できる。これら石刃関連に次ぐのが尖頭器の 73 点である。そしてこれに小石刃 14 点
が続く。小石刃は必ずしも多くはないが、これは微細遺物の回収の方法の違いにも起因する可
能性がある。いずれにしても、フッジ遺跡のブランクとしては石刃と尖頭器が主体となり、こ
れに小石刃が少量伴うという組成を示す（図 111）。フッジ遺跡では石刃の形態と長さについ
てもデータがあり、形態は長方形が 85 点（38.1％）、尖頭形が 63 点（28.3％）と両形態が主
体となる。長さは 7-10㎝のものが 73 点（32.7％）、10㎝以上のものが 14 点（6.3％）となる。
尖頭形石刃の一部は、オビ・ラフマート洞窟においては尖頭器に区分されるものも認められる
ため、両遺跡の対比は完全に同一の基準では行えないが、それでも石刃と尖頭器が主たるブラ
ンクとなることに変わりはない。これに少量の小石刃が伴う。
　カラ・ボム遺跡はロシア南部のアルタイ山地北麓の標高 1,120m に立地する開地遺跡で、中
期旧石器時代から IUP 期の文化層が連続的に検出された多層遺跡である。このうち 1980 年か
ら 1991 年に発掘調査された IUP 期とみられる５・６居住面では、総点数 1,472 点のうち石刃
が 814 点、剥片が 471 点となり石刃が剥片を上回っている。これにルヴァロワ型尖頭形が 13
点、その他の形態の尖頭器が 9 点であり、あわせて 22 点の尖頭器を組成する (Derevianko et 
al.1999)。小石刃は石刃 814 点に含まれているが、少なくとも 58 点は確認されている。また
石刃の大部分は破片であるため完形品の長さのデータは有意には少ないが、幅でみると両居住
面ともに 5 － 10㎜と 25 － 30㎜の 2 か所にピークがみられるため、少なくとも小石刃と大型
～中型石刃の２種が組成することは理解できる（Zwyns 2012）。このためカラ・ボム遺跡にお
いても主要なブランクは石刃、尖頭器、小石刃と理解できる（図 112）。
　以上のように、中央アジア西部からアルタイの IUP 期の代表的な石器群では、尖頭器もしく
は尖頭形石器の形態に変異が大きい点は指摘できる。尖頭器の形態組成は、オビ・ラフマート
洞窟とフッジ遺跡ともにルヴァロワ型尖頭器とムスティエ型尖頭器がみられるが、ムスティエ
型尖頭器は主体とならない。そしてこれに加えて三角形剥片と尖頭形石刃が加わり、これら 4
種の形態が基本となる。とくに中央アジアの両遺跡で特徴といえるのは斜軸尖頭形剥片とみら
れる三角形剥片が卓越する。これに対して、アルタイのカラ・ボム遺跡ではルヴァロワ型が卓
越するという点がみられる。そして香坂山遺跡ではルヴァロワ型は含まれず斜軸尖頭形剝片が
主体となる。このように尖頭器の地域的な違いは大きいが、大局的には大型石刃、尖頭器、小
石刃がブランクとなる。このブランクの基本組成は香坂山遺跡と共通していると評価できる。

第 3 章　2020 年出土石器群の評価
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２．製品組成
　それでは、製品類は如何なる組成を示すのであろうか。オビ・ラフマート洞窟で最多となる
製品は二次加工石刃の 103 点で、二次加工尖頭形石刃 51 点が続く。石刃生産が主たる石器群
であるためであろう。これ以外ではルヴァロワ型尖頭器とムスティエ型尖頭器をあわせた尖頭
器が 66 点となる。これは上に見たブランクとしての尖頭器 82 点のうちの一部に含まれる。こ
こでは斜軸剥片に二次加工を施したムスティエ型尖頭器が 17 点と少数である点と、未加工の
ルヴァロワ型尖頭器が 49 点と主体を占める点に着目しておく。他は彫器 50 点、削器 45 点、
抉入－鋸歯状石器 35 点、掻器 32 点、有背ナイフ 21 点と続く（図 113）。
　後期旧石器的な彫器や掻器、有背ナイフを組成するとともに、中期旧石器的な削器、抉入－
鋸歯状石器なども組成する点が特徴である。ただし削器はすべてが厚手の剥片を素材とした中
期的なものではなく、石刃素材のものも多く認められる。中期と後期の両方の特徴を有する石
器群と評価される。
　フッジ遺跡についてみてみると、ナイフが 34 点でこれに尖頭器 15 点、抉入石器 15 点、不
規則な二次加工石器 14 点、掻器 12 点、二次加工石刃 12 点が続く（図 114）。ここでナイフ
とされているのは、背部が二次加工によって形成されたものは見られず、片側の刃縁が曲刃と
なり先端部が尖っていて、背部に相当する反対側の縁辺が礫面や折面となる剥片が分類されて
いるため、ここでは検討から外しても影響ない。すると尖頭器 15 点が最多となる。
　フッジ遺跡においてもオビ・ラフマート洞窟と同様に製品類は尖頭器が最多となる点が注目
される。そして、中期旧石器的な抉入石器や後期旧石器的な掻器が高い比率を占めている。こ
の点からもオビ・ラフマート洞窟と同様の傾向である。
　カラ・ボム遺跡についてみると、ノッチが 38 点でこれに掻器 24 点、ナイフ 16 点、二次加
工石刃 15 点、ルヴァロワ型尖頭器 13 点、尖頭器 9 点、石刃状ナイフ 9 点、鋸歯縁石器 7 点、
抉入－鋸歯縁石器 6 点、削器 3 点、穿孔器 1 点となる（図 115）。ノッチと掻器が他の遺跡と
比べて最多となる点が独特な特徴となる。特に掻器は石刃を素材としてその端部に刃部が作出
されており、中央アジアの２遺跡では認められない器種である。アルタイ地域に特徴的な器種
といえる。
　他に、鋸歯縁石器や抉入－鋸歯縁石器を一定量組成する点は他の中央アジアの２遺跡と共通
する。ナイフには基部加工尖頭形石刃石器が含まれている。
　香坂山遺跡 2020 年学術調査についてみると、尖頭形剥片が卓越する点を除くと、その他の
製品は種類と点数ともに乏しい点が特徴といえる。そのなかで台石や礫器、刃部磨製石斧など
礫石器が卓越する点は、他の 3 遺跡にはみられない特徴といえるだろう（図 116）。抉入石器
や削器がわずかであるが目立つ点は、他の 3 遺跡と共通するともいえる。
　このように製品組成をみると必ずしもユーラシア IUP 石器群と共通する点が多いとはいえな
いが、ユーラシア IUP 石器群の 3 遺跡も一様な製品組成とはいえない。あえて両者の共通点を
探すならば、ブランクの項で指摘した尖頭器が卓越する点と、抉入石器や削器を組成する点は
指摘できるであろうか。
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図 113　オビ・ラフマート洞窟の製品組成

ナイフ
22%

抉入石器
10%

尖頭器
10%

不規則な二次加工石器
9%

掻器
8%

二次加工石刃
8%

彫器
6%

石錐
6%

複合石器
5%

穿孔器
4%

削器
3%

鋸歯縁石器
3%

クリーバー
3%

両面加工石器
2%

図 114　フッジ遺跡の製品組成

第 3 章　2020 年出土石器群の評価



182

抉入石器
27%

掻器
17%

ナイフ
11%

二次加工石刃
11%

ルヴァロワ型尖頭器
9%

尖頭器
7%

石刃状ナイフ
6%

鋸歯縁石器
5% 抉入－鋸歯縁石器

4%

削器
2%

図 115　カラ・ボム遺跡の製品組成

尖頭形剥片
44%

台石
15%

礫器
13%

削器
7%

微細剥離痕剥片
7%

抉入石器
4%

石錐
2% 二次加工石刃

2%

基部加工尖頭形石刃石器
2%

刃部磨製石斧
2%

図 116　香坂山遺跡の製品組成



183

３．技術組成

　それではユーラシア IUP 石器群の技術組成はどのようなものであるのか。オビ・ラフマート
洞窟、フッジ遺跡、カラ・ボム遺跡の石核からその特徴を検討する。まずオビ・ラフマート洞
窟の石核は（表 34）、ルヴァロワ型が 6 点、平面剥離型が 60 点、立体剥離型であるプロトプ
リズム型が 4 点となり、圧倒的に中期的な平面剥離型が多い。より厳密にみるならば、中期旧
石器的な石核はルヴァロワ型と平面剥離型の計 66 点、後期旧石器的な石核はプロトプリズム
型と小口面型の計 27 点となる。オビ・ラフマート洞窟では中期旧石器時代を含むため、この
ような中期旧石器的な石核が卓越することになったと考えることもできるであろう。

また注意すべきは、中期旧石器的な平面剥離型の 60 点はルヴァロワ型とは厳密に区分され
ており、つまりルヴァロワ技法によらない中期旧石器的な平面剥離型の石核が 60 点と最多の
点数認められるのである。アルタイ山地のカラ・ボム遺跡など IUP 石器群と異なり、石器製作
技術の基盤においてルヴァロワ技法の占める比率が小さい点は大いに注目される。おそらくこ
の点が、アルタイ山地を中心とする中央アジア東部と比較して、天山－パミール地域を中心と
する中央アジア西部における地域的な特徴と評価することができるであろう。そして、オビ・

ユニットⅠ ユニットⅡ ユニットⅢ 総計
1 3 2 6

尖頭器石核 3 3
石刃石核 1 1 2
剥片石核 1 1

14 19 3 36
単方向単作業面 7 12 1 20
両方向単作業面 5 6 1 12
両方向両作業面 2 1 3
多方向両作業面 1 1

14 5 5 24
単方向単作業面 10 5 4 19
多方向多作業面 4 1 5

1 3 4
8 12 3 23
23 29 1 53

単方向単作業面 3 2 5
彫器状石核 17 24 1 42
複合石核 3 3 6

6 5 11
51 55 16 122

非定型石核
石核状の破片

ルヴァロワ型

平面剥離型石刃石核

平面剥離型剥片石核

プロトプリズム型石核
小口面型石核
剥片/石刃素材の石核

表 34　オビ・ラフマート洞窟の石核組成（国武編 2021）
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ラフマート洞窟ではルヴァロワ型尖頭器石核が 3 点のみであるにもかかわらず、前節でみたよ
うにルヴァロワ型尖頭器が 41 点も組成するというのはかなりアンバランスな印象を受ける。
このためオビ・ラフマート洞窟でルヴァロワ型と区分されている尖頭器が、定義的なルヴァロ
ワ型であるのか否かは要検討課題といえるだろう。未調整の尖頭器が多い点はフッジ遺跡でも
確認できたが、フッジ遺跡では、厳密にルヴァロワ型といえる第 1 形態とした尖頭器は 5 点

（6.8％）と少数派であった。フッジ遺跡では第2形態とした未調整の斜軸尖頭器が25点（34.2％）
と最多を占めるため、オビ・ラフマート洞窟のルヴァロワ型尖頭器に区分された 41 点のうちで、
フッジ遺跡と同様に未調整の斜軸尖頭器が一定数含まれている可能性も考慮しておきたい。こ
のため尖頭器生産を主に担った石核は、平面剥離型の剥片石核の 24 点と考えるのが自然であ
ろう（図 34）。

石核の検討に戻ると、オビ・ラフマート洞窟の平面剥離型石核は石刃核が 36 点と剥片石核
が 24 点に分かれている。ともに単方向単作業面のものが最多となる。ルヴァロワ型ではないが、
平面剥離型の石核であり、作業面が片面だけで打撃の方向が単打面からの 1 方向という石核で
ある。オビ・ラフマート洞窟に多量に残された石刃の大部分は、中期旧石器的な平面剥離型の
単方向単作業面の石刃核から生産されたのである。そして比率は低いものの後期旧石器的なプ
ロトプリズム型の石核からも生産された（表 34）。
　後期旧石器的な石核のうち主体を占めるのは、小口面型が 23 点と剥片／石刃素材の石核の
うちの彫器状石核（burin-cores）の 42 点である。小口面型石核からは中型石刃や小石刃が生
産されていた。そして、彫器状石核の 42 点という多さは特筆すべきである。これらは厚手の
大型石刃や縦長剥片を素材としており、その末端部を打面として石核素材とした大型石刃の縁
辺に沿って小石刃が剥離された結果、彫器状の形態となった小石刃核である。

剥片／石刃素材の石核のうち彫器状石核以外のものは、横断面取石核（truncated-faceted 
pieces）とされる石核である。厚手の剥片を素材として、切断面や折面を打面として素材剥片
の背面型を作業面として寸詰まりの小剥片や小石刃が生産される。これらは、レヴァント地方
の中期旧石器時代のムスティエ文化に由来するとされる。
　以上のように、オビ・ラフマート洞窟の石核は石刃生産に関しては中期的な技術と後期的な
技術の両方が発揮され、尖頭器生産に関しては中期的な技術が発揮された。そして小石刃生産
に関しては後期的な彫器状石核が主体を占めつつ、中期的な横断面取石核も少量であるが認め
られることになる。
　次にフッジ遺跡の技術組成について石核の技術的な特徴から検討したい。後期旧石器的な立
体剥離型と亜立体剥離型が計 15 点、中期旧石器的な平面剥離型が計 52 点、小口面剥離型が
28 点となる（表 35）。中期旧石器的な平面剥離型の比率が高くなる点はオビ・ラフマート洞窟
と同様の傾向といえる。後期旧石器的な立体剥離型が 4 点と少ない点も共通するといえるだろ
う。ただしこのうち石刃生産が行われているのは表 6 のうち立体剥離型の№１と№２、そして
亜立体剥離型の№４の合計 6 点となり、中期旧石器的な平面剥離型の№７の 6 点と同点数とな
る。このためオビ・ラフマート洞窟と比べて、後期旧石器的な石刃核の比率が比較的高い点は
注意される。これは、フッジ遺跡が 2019 年発掘調査の年代値からみて IUP 期の単純遺跡であり、
オビ・ラフマート洞窟のように中期旧石器時代の石器群を含まないためであろうと推定される。
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№ 点数 比率

4 4.1

1 2

2 1

3 1

11 11.1

4 3

5 6

6 2

52 52.5

7 単作業面単打面平行剥離石核 6

8 単作業面両設打面平行剥離石核 3

9  単作業面単打面収斂型石核 3

10  単作業面単打面石核 5

11  単作業面双方向剥離石核 2

12 単作業面単打面収斂剥離石核 3

13 7

14 3

15 14

16 2

17 1

18 2

19 1

28 28.3

20 7

21 2

22 5

23 4

24 2

25 8

26 1 1.0

27 3 3.0

99 100

28 13

29 4

116

B
短
軸
に

沿
っ
た
剥
離

石核類型

I. 立体剥離型

長軸方向に剥離された亜角錐形石核

亜角錐形両設打面単作業面石核

円錐形石核

II. 半立体剥離型

亜円錐形縦長剥離石核

亜円錐形横長剥離石核

亜円錐形横長剥離補助打面石核

III.平面剥離型

A
長
軸
に

沿
っ
た
剥
離

試し割り

総計

船底形両設打面二作業面石核

彫器状石核

V. 複合石核（長軸方向の立体剥離型と小口面剥離型）

VI.  型式学的に類型化し難い石核

合計

石核破片

船底形単打面単作業面石核

直交剥離石核

球体石核

IV. 小口面剥離型

単打面単作業面石核

両設打面単作業面石核

亜船底形石核

選択的剥離石核

横断面取石核

放射状石核

円盤状石核

直方体石核

表 35　フッジ遺跡の石核組成（国武編 2021）
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　尖頭器は平面剥離型の各種の石核から生産されたとみられる。放射状石核が 2 点、円盤状石
核が 1 点であり尖頭器の点数としては少ないため、求心剥離による斜軸剥片を素材とする尖頭
器以外にも、各種の平面剥離型の剥片石核から生産された尖頭形の剥片が素材として利用され
たのであろう。
　後期旧石器的な小口面剥離型のうち単打面や両設打面の石核により中型石刃や小石刃が生産
されている。またこのカテゴリーでは彫器状石核が 8 点認められ、小石刃生産技術としてオビ・
ラフマート洞窟と共通する技術を有していたと評価される。こればかりでなく平面剥離型の剥
片素材の横断面取石核が 14 点と突出して多く組成する点も、やはり小剥片や小石刃の生産技
術としてオビ・ラフマート洞窟と共通する。

以上から、フッジ遺跡においても、石刃生産技術において中期旧石器的な平面剥離型ととも
に、後期旧石器的な立体剥離型、小口面型が認められ、両者の技術が共存している状況を読み
取ることができる（表 35）。尖頭器生産においては中期旧石器的な平面剥離型が主体となる。
そして小石刃生産においては、彫器状石核を主体としつつも横断面取石核も認められ、後期旧
石器的な技術と中期旧石器的な技術の双方が認められるのである。

カラ・ボム遺跡の IUP 期とされる 5・6 居住面の石核組成を検討する（表 36）。立体剥離型

立体剥離型 1
　　長軸方向の両設打面二作業面石刃核 1
平面剥離型 ８
　　長軸方向の両設打面二作業面石刃核 ２
　ルヴァロワ型 （３）
　　剥片石核 １
　　石刃石核 １
　　尖頭器石核 １
　横断面取石核 （３）
　　長軸方向の単打面単作業面小石刃核 1
　　長軸方向の両設打面単作業面小石刃核 2
小口面剥離型 27
　　船底形両設打面単作業面小石刃核 1
　彫器状石核 （26）
　　単打面単作業面小石刃核 5
　　単打面二作業面小石刃核 1
　　両設打面単作業面小石刃核 10
　　両設打面二作業面小石刃核 10
合計 36

が 1 点、平面剥離型が 8 点、
小 口 面 剥 離 型 が 27 点 で あ
る。全 36 点のうち、小口面
剥離型の 27 点が目立ちこの
うち 26 点は彫器状石核であ
る。このような大型石刃を石
核素材とする典型的な彫器状
石核は、香坂山遺跡 2020 年
学術調査 C 区で出土した（図
52；94）。カラ・ボム遺跡の
小口面剥離型の舟底形両設打
面単作業面小石刃核は香坂山
遺跡 2020 年学術調査でもみ
ら れ た（ 図 52；95）。KS 区
出土の舟底形の小石刃核（図
25；41）もカラ・ボム遺跡
出土例と非常に類似する。

このような小口剥離型の小
石刃生産は香坂山遺跡と非常
によく共通する。これと比べ
ると点数は少ないが立体剥離
型と平面剥離型も組成する。 　　　　表 36　カラ・ボム遺跡の石核組成

(Brantingham et al.2001・Zwyns2012 より作成 )
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最後に香坂山遺跡 2020 年学術調
査の石核組成を表 37 に示した。立
体 剥 離 型 3 点、 平 面 剥 離 型 8 点、
小口面剥離型 7 点となる。これに隣
接する 1997 年長野県調査 BL5・BL
６トレンチ出土資料を考慮すると、
立体剥離型の大型石刃核と横断面取
小石刃核が加わることになる。既に
述べたように、香坂山遺跡ではこの
1997 年長野県調査の立体剥離型の
石刃核と 2020 年学術調査の平面剥
離型の石刃核（図 53；96）および
小口面剥離型の接合資料（図 54；
接合資料 3）が確認されたことから、
3 種の石刃生産技術が明らかとなっ
た。小石刃生産においても、彫器状
石核および横断面取石核による生産
技術が共通する。これらから技術組
成がユーラシア IUP 石器群と明確に
共通すると評価される。

立体剥離型 3
長軸方向の両設打面二作業面剥片石核 1
短軸方向の二打面二作業面剥片石核 1
円錐形剥片石核 1
平面剥離型 8
長軸方向の両設打面単作業面石刃核 1
短軸方向の単作業面単打面剥片石核 1
短軸方向の双方向単作業面剥片石核 2
放射状石核 4
小口面剥離型 7
船底形両設打面単作業面小石刃核 1
船底形二打面二作業面小石刃核 1
両設打面単作業面小石刃核 2
単打面二作業面剥片石核 1
単打面単作業面小石刃核 1
彫器状石核 1
合計 18

表 37　香坂山遺跡 2020 年出土資料の石核組成

４．香坂山遺跡 2020 年出土資料にみるユーラシア IUP 石器群の特徴
ユーラシア IUP 石器群の特徴は、アルタイ IUP の技術構造研究（Zwyns2012）で示された

ように、①石刃モードが大型～中型石刃（モード A）と小石刃（モード B）に区分されること、
②そして後者の石核素材供給が前者に組み込まれていること、③これら石刃石器に中期旧石器
的な尖頭器が共伴することである。香坂山遺跡の 2020 年学術調査により判明した大型石刃、
小石刃、尖頭形剥片の 3 種のブランク構成から、まさにここで述べたユーラシア IUP 石器群の
基本構造をそのまま読み取ることが出来るのである。製品組成や技術組成などもそれと大きく
矛盾するものではないことも確かめられた。石刃製掻器はアルタイ IUP に特徴的に多い器種で
あるが、中央アジア西部の IUP 石器群においては認められないか定型化していない。香坂山遺
跡においても同様である。これは遺跡の機能差、やや乱暴な見方ではあるが遺跡が立地する緯
度に起因する生態環境の違いではないだろうか。中央アジア西部の天山・パミール地域は古本
州島と同様に北緯 35 ～ 40 度程度の中緯度地帯であり、北緯 50 度前後のアルタイ地域とは生
態環境やそれへの適応方法にも違いがあったのではないだろうか。中央アジア西部の IUP 石器
群からアルタイ IUP を相対化する視点からみれば、石刃製掻器の有無をユーラシア IUP 石器群
の系譜の判定基準に据える必要は必ずしもないと思われる。

その一方で、今後はとりわけ尖頭器の評価が重要になるであろう。ユーラシア IUP 石器群の
尖頭器は、中央アジア西部とアルタイ地域で技術形態が大きく異なっており、それは斜軸尖頭

第 3 章　2020 年出土石器群の評価
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器が主体となりルヴァロワ型が少ない前者と、ルヴァロワ型が卓越する後者の違いである。こ
れはそれぞれの地域における、中期旧石器時代石器群のルヴァロワ技法の比率の違いを反映し
ていると評価された（国武編 2020）。つまり、IUP 石器群に伴う尖頭器にはその地域における
中期旧石器時代石器群の伝統が表出しているとみることができる。既に述べたように香坂山遺
跡の尖頭形剥片は、定義的な斜軸尖頭器と理解される。ユーラシア IUP 石器群に伴う尖頭器
を、その地域における中期旧石器時代石器群の伝統の表出と考えるならば、香坂山遺跡におい
て規格的に生産された尖頭形剥片は、列島における中期旧石器時代の斜軸尖頭器石器群（佐藤
2017）の伝統が表出しているとみるべきであろう。

以上のように香坂山遺跡 2020 年学術調査によって日本列島最古の石刃石器群は、ユーラシ
ア IUP 石器群と同型の構造を有していたと評価することができる。現在までに得られている
36.8 ka cal BP という年代値を考慮すると、IUP 石器群の系譜をひく同構造の後期旧石器時代前
期（EUP）石器群が、列島にこの年代までに流入したという評価が、もっとも合理的な解釈と
なるであろう（国武他 2021a）。そして、香坂山遺跡 1997 年長野県調査においても明確な台
形様石器が組成しない点を評価すると、37.5 ka cal BP までには既に成立していた台形様石器
群とは未だ構造的に一体化しておらず、別系統の石器群として存在していたのであろう（国武
他 2021b）。すなわち二極構造成立以前の一方の極として、ユーラシア IUP 石器群の構造をよ
く留めた石刃石器群が香坂山遺跡に認められたのだと評価することができる。そして両系統の
石器群が一体化して古本州島レベルで共通する後期旧石器時代石器群が成立した現象こそがま
さに構造変動（佐藤 1992）の実態であったと評価される。それは武蔵台遺跡の年代値を参照
すれば、35.2 ka cal BP には概ね完了していたということになる（国武他 2021b）。

以上のように香坂山遺跡の 2020 年学術目的の発掘調査によって、日本列島における後期旧
石器時代以前の伝統と、大陸の初期石刃石器群の伝統が融合した未知のインダストリーを把握
することができたのである。これへの解釈を深めることにより日本列島における後期旧石器時
代の成立過程が見えてくるであろう。ここに列島の後期旧石器文化の成立を追求するための新
しい径が拓かれたといえるのではないだろうか。
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